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ＪＲ北労組第 19回中央委員会

 

 

ＪＲ北労組は２月５日、札幌市内で「第 19 回中央委員会」を開催した。メインスロー

ガンに「次代を展望した労働運動を展開し、安全最優先の確立と政策課題、組織課題を

解決し、労働者の生活向上、ＪＲ産業の持続的発展を実現しよう！」を掲げ、２０２２

春季生活闘争をはじめ当面する活動方針を決定した。 
 

委員会の冒頭で挨拶に立った昆弘美中央執行委

員長（ＪＲ連合副会長）は、新型コロナウイルスの

感染急拡大や大雪の中での組合員の日々の奮闘に

謝意を述べ、「最優先課題である安全の確立に向け、

実効的な対策を講じなければならない。その一方

で、2021 年度からの支援策のもと、2023 年度までの

集中改革期間において抜本的な構造改革を行うこ

とが求められていることに加え、コロナ禍も相まっ

て経営は危機的状況にあるが、ＪＲ連合方針を踏まえ 1,000 円の純ベア要求を行うとと

もに、『一職場 10 要求』の集約とその実現に取り組もう」と決意を表明した。あわせて、

「若年者の離職防止提言を活用し、４月の新規採用者の加入など組織拡大を図り、今夏

の参議院議員選挙においても推薦候補者の勝利を目指そう」と呼びかけるとともに、「将

来のＪＲ北労組の運動を見据え、課題を見つける感性や分析する力をさらに養わなけれ

ばならない。『ＪＲ連合ビジョン』を活用し、組織の展望を開く取り組みを強化していこ

う」と、スローガンに掲げた“次代を展望した労働運動の展開”について所感を語った。 

ＪＲ連合からは森安祐貴交通政策部長が出席し、「経営自立に向けさまざまな施策が

展開される中、安全が疎かにならないよう労働組合の機能を発揮してほしい。あわせて、

地方路線を多く抱えるＪＲ北海道においては国や地方自治体との連携が極めて重要で

あり、政策提言を活用して地域の理解や共感を得る取り組みを展開し、経営自立を図り

組合員と家族の幸せを実現しよう」と協力を呼びかけた。 
 

質疑では、４名の中央委員から、若年層やエ

ルダー社員の離職防止、組織拡大への支援、政

策課題について発言があり、人見圭一書記長の

集約答弁の後、すべての議案が満場一致で採択

された。その後、委員会宣言を採択し、昆中央

執行委員長の団結がんばろうで閉会した。 


